
科目の目標

理解力 生活力 分析力 表現力 関心力 受容力 向上力

科目で育成する

資質・能力

言葉の特徴や使い方を身

につけ、情報の扱い方を

理解できる。

実社会とのかかわりを考

え、表現する意義と効用に

ついて理解できる。

論理の展開を考え情報を整理

したり自分の考えを広げたり

することができる。

論点を共有し、目的に応じて

議論したり表現したりするこ

とができる。

論点を共有し、相手が理

解できるように工夫する

ことができる。

目的に応じて、情報を関連

付けながら自らの考えを深

めることができる。

評価の観点

の趣旨

評価の方法

・観察

・ワークシート

・小テスト

・観察

・ワークシート

・小テスト

・観察

・ワークシート

・小テスト

・観察

・ワークシート

・小テスト

・ワークシート ・ワークシート

指導領域 【A】+【B】+【C】

授業時数の計 70

年間計画

単元 配当時数

筆者の考えを読み

取り、わかりやす

くスピーチしてみ

よう

4

表記・表現のルー

ルを理解し、読み

手にわかりやすい

文章を書こう

6

内容や構成、論理

の展開をとらえよ

う

6

聞き取った情報を

整理し、相手に伝

えよう

6

論理を読み取り表

現しよう
8

話し方を工夫しよ

う
6

意見文を書こう 10

レポートを書こう 12

【Ｂ】　書くこと 【Ｃ】　読むこと

36 12

【Ａ】　話すこと・聞くこと

22

・実社会において理解したり表現したりするために必

要な語句の量を増やす。

・語句や語彙の構造や特色、用法及び表記のしかたな

どを理解する。

・話の内容や構成、論理の展開、表現のしかたを評価

する。

・聞き取った情報を整理して自分の考えを広げたり深

めたりしている。
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学校教育目標
知識・技能 思考・判断・表現 学びに向かう力・人間性等

・論点をとらえ、それに対する自分の考えを深めようとしている。

・よりよい展開になれるように意識しながら積極的に参加することができ

る。

【Ａ】筆者の考えを読み取り、考えを共有する。

【Ａ】発音や聞き方に注意して話したり聞いたりす

る。

【生活力】

学習に対する意欲を持ち、発音や聞き方に注意し

て話したり聞いたりすることができる。

【知識・技能】

話し言葉と書き言葉の特徴や役割、表現の特色を

踏まえ、配慮した表現や言葉遣いについて理解し

ている。

【思考・判断・表現】

目的に応じて、実社会の中から適切な話題を決

め、伝え合う内容を検討することができる。

学習内容 特に重視する資質・能力 評価の観点と規準

【Ｂ】意見文の書き方、構成の仕方を学ぶ。

【B】意見と理由を備えた意見文を書く。

【分析力】

論理の展開を考え情報を整理したり自分の考えを

広げたりする。

【知識・技能】

常用漢字を使用することができる。

個別の情報と一般化された情報を区別できる。

【思考・判断・表現】

考えが的確に伝わるよう、表現を工夫することが

できる。

【Ａ】メモをとりながら聞く。

【Ａ】質問しながら聞く。

【Ａ】情報を整理して話す。

【表現力】

論点を共有し、目的に応じて議論したり表現した

りすることができる。

【知識・技能】

実社会において必要な語彙を増やすことできる。

【思考・判断・表現】

自分の考えを明確にするとともに、相手に理解が

得られるように工夫することができる。

【Ｂ】論理の展開を捉える。 【分析力】

主張と根拠、具体と抽象、対比に注目すること

で、論理展開を捉える。

【知識・技能】

文脈と情報との関係について理解している。

【思考・判断・表現】

文章の種類をふまえ、内容や構成、論理の展開な

どについて叙述をもとに的確にとらえ、要旨や要

点を把握している。

【Ａ】相手に配慮した言葉遣いを知る。

【Ａ】テーマを決めて話し合う。

【受容力】

論点を共有し、相手が理解できるように工夫す

る。

【思考・判断・表現】

論理の展開を予想しながら聞き、情報を整理して

自分の考えを広げたり深めたりすることができ

る。

【Ｂ】場面や目的に応じて適切な言葉を選ぶ。

【Ｂ】正しく適切な表記について理解する。

【Ｂ】あいまいな文や長くてわかりにくい文を避

け、簡潔でわかりやすい文を書く。

【理解力】

言葉の特徴や使い方を身につけ、情報の扱い方を

理解している。

【知識・技能】

常用漢字の使い方に慣れ、文や文章の中で使用するこ

とができる。

文の効果的な組み立て方を理解している。

【思考・判断・表現】

目的に応じて、情報の妥当性を吟味し、伝えたいこと

を明確にできる。

【Ｃ】説明の仕方に注意して文章を読む。

【Ｃ】わかりやすい説明の仕方を身につける。

【受容力】

論点を共有し、相手が理解できるように工夫する

ことができる。

【知識・技能】

主張と論拠との関係について理解している。

【思考・判断・表現】

叙述を的確にとらえ、要旨や要点を把握すること

ができる。

【B】テーマを決め適切な方法で情報を集める。

【B】説得力のあるレポートをまとめる。

【分析力】

論理の展開を考え、テーマについて記述する。

【知識・技能】

常用漢字を使用することができる。

推論の仕方を理解し使うことができる。

【思考・判断・表現】

目的に応じて、自分の文章の特長や課題をとらえ

なおすことができる。



プレゼンテーショ

ンをしよう
6

主張を読み取ろう 6

備考

【C】自分の考えを深めながら読む 【生活力】

実社会とのかかわりを考え、表現する意義と効用

について考えを深める。

【知識・技能】

修辞と婉曲表現を理解することができる。

【思考・判断・表現】

文章の構成や論理の展開などについて評価したり

するとともに、自分の考えを深めている。

　

【A】企画書を書く

【A】プレゼンテーションをする

【受容力】

論点を共有し、相手が理解できるように工夫す

る。

【知識・技能】

論拠をもって主張することができる。

【思考・判断・表現】

自分の考えを明確にするとともに、相手に理解が

得られるように工夫することができる。


